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60
歳
す
ぎ
て
か
ら
も
、

国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
ん
で
す
か
？

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
０件
０件
０件
1 件

件　数
19 件
32 件

132 件
23 件
件　数

0 件
4 件
0 件
1 件

累計（1月～）
11 件
2 件
2 件

19 件
累計（1月～）

139 件
270 件
958 件
194 件
累計（1月～）

6 件
15 件
1 件

12 件

件　数
１０６件
　　７人
１４４人

件　数
　　８件
　２６件
　　２件
　２９件
　２０件
　２１件

８月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）
０．０６３μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）
０．０５６μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）
０．０７３μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）
０．０４０μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）
０．０４８μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）
０．０６２μ Sv/h

前年比
－31人
＋ 5 人
－40人

（平成 26 年８月末現在） （平成 26 年８月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。
●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　0.24 μＳｖ／ｈ　※世界平均 0.27 μＳｖ／ｈ
　年間平均値から 8,760（24 時間× 365 日）
　で割り戻した値です。

「またまた増えている！  
　還付金詐欺」

　 生活相談課　 （25）8125

市内を「振り込め詐欺をぶっとバス」
が走っています。

ひとこと助言

●還付金詐欺とは●

・「還付金があるのでＡＴＭへ行っ
てください」という電話がかかっ
てきたら要注意です。

・公的機関の職員が、還付手続きのためにＡＴＭ
で操作するように求めることはありません。

・警戒が厳しい金融機関のＡＴＭではなく、コン
ビニやスーパーのＡＴＭへ誘導するケースが見
られます。

・「今日が期限です」とせかし、冷静に考えたり、
周囲に相談したりする余裕を与えません。

・お金を送金してしまうと取り戻すことは極めて
困難です。

・不審に感じたらすぐに警察署や市役所にご相談
ください。

　市役所や社会保険事務所などの公的機関
の職員を名乗って電話をかけ、「医療費の
還付金を受け取るための手続きである」と
だまして、ＡＴＭへ誘導し操作をさせて送
金させる手口です。

　市役所職員を名乗る人から「払いすぎた医
療費の還付金がある」と電話があった。「銀
行では還付に対応できないので、コンビニか
スーパーのＡＴＭに行くように」と言われた。
　スーパーのＡＴＭの前から、教えられた先
に携帯電話で連絡し、指示通りに操作をして
還付の手続きをした。しかし、通帳を確認す
ると、自分の口座から知らない人物の口座に
30 万円を送金してしまっていた。

トラブル事例

が走っています。

滋賀県消費者被害防止

共同キャンペーン中 !!

Ａ
Ｔ
Ｍ

市内を「振り込め詐欺をぶっとバス」
が走っています。
市内を「振り込め詐欺をぶっとバス」
が走っています。

共同キャンペーン中 !!

保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

　国民年金の被保険者
期間は 20 歳から満 60
歳までです。
　しかし、60 歳までに
老齢基礎年金の受給資
格期間（25 年）を満た
していない場合や、40
年より納付済期間が少
ないため老齢基礎年金

を満額受給できない場合で、厚生年金・共済
年金に加入していないときは、60 歳以降で
も申し出により任意で加入して保険料を納め
ることができる任意加入制度があります。
　この申し出については、月々の保険料を確
実かつ円滑に納付いただくため、原則、口座
振替をお申し込みいただくようになります。
　なお、正当な理由がある場合には、現金で
納付することもできます。

①預金口座をもっていない場合
②資格を喪失するまでの期間の保険料を前納す
る場合（加入する年度内に納付月数が 40 年を
迎えて任意加入期間が終了する方など）
③その他、①、②に準じる事由により口座振替
によらない正当な事由があると認められる場合

　任意加入の資格取得申出書を提出されると
きに、口座振替申出書または口座振替ができ
ない旨の申出書の提出が必要です。

（口座振替ができない旨の申出書の様式は任
意の様式で構いません。）

　詳しくは保険年金課、各支所または大津年
金事務所国民年金課までお問い合わせくださ
い。

任意加入被保険者の方の
保険料納付は口座振替で！

●窓口での手続き

●口座振替によらない
　正当な事由とは 高島警察署　 （22) 0110

　
地
域
安
全
活
動
の
効
果
を
最
大
限
に
上
げ
て
一
層
の
浸
透
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
目
的
で
、
10
月
11
日
（
土
）
か
ら
20
日
（
月
）
ま
で
の
10
日

間
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
運
動
を
契
機
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
地
域
、
職
場
に
お
い
て
犯

罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
島
市
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
、
鍵
か
け

等
の
実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
地
域
安
全
運
動

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
次

の
事
項
を
安
全
重
点
に
運
動
を
展
開
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
自
主
活
動
を
行
う
ほ
か
、
警

察
や
防
犯
協
会
、各
関
係
団
体
が
連
携
し
、

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
安
全
活

動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
８
月
27
日
現
在
で
、
高
島
警
察
署

管
内
（
高
島
市
）
の
刑
法
犯
罪
認
知
件
数

は
、
２
２
８
件
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の

同
期
に
対
し
て
６
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
自
転
車
盗
難
が
50
件

あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
「
４
つ
の
か
け
る

運
動
」
の
実
践
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

期
間
中
の
展
開

４
つ
の
か
け
る
運
動

●子どもと女性の
　犯罪被害防止
●住宅を対象とした
　侵入犯罪の防止
●自転車盗、万引き
　の防止
●振り込め詐欺等の
　特殊詐欺の被害防止

10
月
11
日
（
土
）
～
10
月
20
日
（
月
）気にかける

呼びかける

鍵をかける

声をかける
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夕
暮
れ
と　

共
に
佇た
た
ず　

む　

冷
奴

同
じ
物　

飲
み
食
い
し
て
も　

妻
無
病

夫め
お
と婦
か
な　

飛
び
ゆ
く
サ
ギ
の　

優
雅
な
舞

夏
帽
子　

白
髪
か
く
し
て　

一
寸
粋
に

久
々
に　

笑
い
混
じ
り
の　

一ひ
と
ひ日
か
な

荒
れ
狂
う　

台
風
去
っ
て　

夏
本
番

九
条
で　

殺
し
殺
さ
れ　

し
な
い
国

ぢ
い
さ
ん
に　

何
時
も
感
謝
を　

し
て
い
ま
す

ド
ラ
マ
見
る　

妻
の
片
手
に　

団う
ち
わ扇
か
な

夕
げ
せ
か
れ　

５ご

ひ

ま

ご

人
曾
孫
は
し
ゃ
ぐ　

庭
花
火

今
日
も
又　

人
の
情な
さ
けに　

生
か
さ
れ
る

百
合
苑
の　

坂
道
上
る　

孫
二
才

さ
ざ
波
や　

神
の
あ
し
あ
と　

琵
琶
の
湖う
み

今こ
ん
に
ち日
は　

よ
り
暑
い
ね
え　

口
が
動
く

故
郷
の　

詩
読
み
返
し
つ　

過
疎
の
地
を

子
育
て
は　

親
の
願
い
は　

幾
重
に
も

点
滴
の　

ポ
ト
リ
ポ
ト
リ
が　

我
の
飯

古
樽
に　

蓮は
す

の
花
芽め

一
つ　

今い

ま日
も
出
ず

日
が
く
れ
る　

無
事
と
感
謝
に　

手
を
合
わ
す

ひ
と
り
居い

の　

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
し　

虫
の
声

航
海
の　

合
図
ド
ラ
打
つ　

孫
笑
顔

朝
起
き
て　

散
歩
す
る
の
が　

日
課
と
な
り

熱
中
症　

暑
さ
対
策　

効
き
目
な
し

時し
ぐ
れ雨
あ
り　

旅
立
つ
燕
の　

涙
か
な

蝉
時
雨　

七
日
の
命　

尽
き
る
迄

頭
振
り　

乳
首
さ
が
す
児
や　

生
を
継
ぐ

孫
達
を　

息
子
が
手
引
い
て　

う
れ
し
そ
う

菊
香
る　

藤
樹
の
里
や　

聖
ひ
じ
り

餅

風
下
り
て　

の
れ
ん
揺
れ
て
も　

玉
の
汗

園
児
達　

祖
父
母
参
観　

夢
の
よ
う

吾わ
れ

一
人　

少
し
な
れ
孫
と　

ぎ
ょ
う
ざ
作
り

誕
生
日　

孫
の
成
長　

楽
し
み
に

俳
句
や
り　

楽
し
み
見
つ
け　

ぼ
け
防
止

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀
に　

負
け
ん
と
俺
は　

口
笛
で

松
原
の　

木
陰
に
靡な

び

く　

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

ふ
る
さ
と
を　

こ
の
と
き
思
う　

お
や
の
声

朝
ド
ラ
に　
「
こ
び
つ
と
」
励
め
と　

脊せ
な中
お
さ
れ

大
花
火　

リ
ズ
ム
に
の
せ
て　

湖
畔
に
咲
く

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

石
田　
瑛
子
（
新
・
深
溝
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

高
松　
逸
子
（
マ
・
西
浜
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

熱
帯
夜　

ね
む
れ
ぬ
ま
ま
に　

思
う
こ
と
？

夏
野
菜　

熱
中
症
で　

し
お
れ
け
り

夏
の
夜
に　

華
や
か
音
頭　

踊
る
輪
が

け
し
か
ら
ぬ　

島
は
狙
う
し　

日
切
れ
は
売
る
し

七
〇
路じ　

あ
と
十
年
の　

旅
路
か
な

脳
ト
レ
で　

認
知
症
に　

な
り
ま
せ
ん

か
ん
た
ん
で　

む
つ
か
し
い
の
は　

お
ま
か
せ
ね

台
風
が　

雨
戸
叩た
た
くや　

身
が
縮
む

幼よ
う
す
い穂
に　

朝
露
降
り
て　

水た

ま滴
と
な
る

兄
弟
会
え
ば　

昔
話
に　

花
咲
か
せ

月
白
く　

臥が
り
ょ
う龍
の
影
か　

比
良
の
峰

電
話
よ
り　

君
を
知
り
た
い　

我
が
素す
ま
ご孫

好こ
う
こ
う
や

々
爺　

待
ち
の
ぞ
み
し
は　

好こ
う
こ
う
ば

々
婆

大
そ
う
じ　

紋も
ん
び日
が
来
な
き
ゃ　

出
来
や
せ
ぬ

台
風
に　

か
げ
ん
し
て
よ
と　

伝
え
た
い

誇
ら
し
げ　

鮎
を
食
わ
え
て　

走
る
猫

盆
休
み　

親
戚
集
い　

賑
や
か
に

爆
音
の　

姿
か
わ
り
し　

オ
ス
プ
レ
イ

少
子
化
を　

尻
目
に
つ
ば
め
の　

二
度
孵が
え

り

珍
品
も　

先ま

づ
浮
か
び
し
は　

孫
の
顔

ま
ど
ろ
ん
で　

風
鈴
チ
リ
ン
と　

昼
下
が
り

ど
っ
こ
い
し
ょ　

口
か
ら
座
る　

歳
に
な
る

行ゆ

き
暮
れ
て　

心
侘
び
し
い　

旅
の
宿

ツ
バ
メ
た
ち　

毎
朝
集
う　

電
線
に

大
夕
立　

降
り
續つ

づ

く
毎
日　

あ
あ
嫌
だ

カ
ー
テ
ン
は　

閉
じ
ず
今
宵
は　

月
の
宿

ほ
う
き
草　
「
コ
キ
ア
」
で
今
津　

ア
ピ
ー
ル
し

好
き
な
事　

出
来
る
喜
び　

感
謝
す

さ
ざ
波
や　

琵
琶
湖
で
遊
ぶ　

月
の
影

夜
明
け
前　

遠
く
で
響
く　

寝
台
車

雨
ほ
し
い　

さ
れ
ど
こ
わ
い
よ　

水
害
は

原
爆
と　

終
戦
の
中　

青
春
過
ぎ
ぬ

や
っ
と
来
て　

何
し
に
こ
こ
へ　

来
た
ん
だ
ろ

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー　

ま
る
で
下
界
は　

箱
庭
の
よ
う

お
い
し
さ
に　

オ
ナ
ラ
覚
悟
で　

芋
を
喰
う

孫
と
す
る　

メ
ー
ル
の
交
換　

夢
み
た
い

ア
ン
な
花　

こ
ぴ
っ
と
咲
い
て　

に
じ
い
ろ
に

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

早
藤
ミ
サ
オ
（
新
・
安
井
川
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

髙
橋　
教
子
（
マ
・
沢
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

田
中
志
げ
子
（
新
・
深
溝
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

中
西　
保
男
（
新
・
針
江
）

ホームページ
■11 月掲載分締切　10 月 10 日（金）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 12 月号締切　10 月 27 日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

すてきな作品をお待ちしています！
　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。（市民対象）
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　10月 27日（月）必着（掲載は 12月号）
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

（企画広報課）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで
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「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
で
は
、

海
津
大
崎
の
桜
並
木
を
守
り
、
美
し
い
景

観
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
保
全

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
26
日
（
日
）

　
　
並
木
沿
い
の
草
刈
作
業

　
11
月
16
日
（
日
）

　
　
施
肥
お
よ
び
コ
ケ
取
り
等
保
全
作
業

　
　
　
　
９
時
か
ら
２
時
間
程
度

▼
場
所　
旦
過
園
地
集
合

　
　
　
（
マ
キ
ノ
町
海
津
・
大
崎
並
木
口
）

▼
そ
の
他

　
７
時
に
雨
・
風
・
雷
注
意
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」

　
　
　
代
表
事
務
局　
マ
キ
ノ
支
所

　（
２
７
）
１
１
２
１

　長
年
郡
展
と
し
て
親
し
ま
れ
、
県
内
有

数
の
歴
史
を
も
つ
高
島
市
美
術
展
覧
会

に
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
作
品
に
し
て

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
期
間　
11
月
21
日
（
金
）
～
25
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
18
時

▼
会
場　
新
旭
体
育
館

▼
応
募
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
方
な
ら
び
に
高
島
市
出
身
の
方

（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

▼
募
集
部
門

　
　
平
面
・
立
体
・
書
・
工
芸
・
写
真

▼
出
品
料　
１
点
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
高
校
生
は
５
０
０
円
）

▼
募
集
期
間

　
11
月
６
日
（
木
）
～
13
日
（
木
）

　
　
　
９
時
～
17
時
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　
出
品
申
込
書
を
ご
記
入
の

上
、
社
会
教
育
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
11
月
13
日
（
木
）
必
着

▼
作
品
の
搬
入　
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
16
時

　
　
　

 

直
接
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
作
品
規
定
、出
品
点
数
等
、詳
し
く
は
、

実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項・申
込
書
は
市
内
各
公
民
館・

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
安
曇

川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

・

高
島
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
社
会
教
育
課
）

　（
３
２
）
４
４
５
７

　
農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
田
や
畑
な

ど
を
売
買
し
た
り
、
貸
し
借
り
す
る
に

は
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
受
け
る
方

法
と
、
市
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
）
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
担
い
手
（
認
定
農
業
者
等
）
に

売
買
や
貸
借
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す

る
人
が
購
入
し
た
り
、
借
り
受
け
で
き
る

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
田
や
畑
の
貸
し
借
り

を
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
売
買
や
貸
し
借

り
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　（
２
５
）
８
５
１
３

９・10月は
自動車点検整備推進運動
強化月間　です

「ねぇ、知ってる？　クルマに
乗る人は、点検整備しないとい
けないんだって。」
～安全と環境保全はクルマの点
検整備が必要です～

国土交通省
　近畿運輸局滋賀運輸支局
　 077（585）7252

農地法
第３条
の許可

または
市の
農用地利用
集積計画

農地の
売買・
貸し借り

原寸大（56mm×横の長さ 85ｍｍ)

お
知
ら
せ

田
ん
ぼ

有  

料  

広  

告

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
に

つ
い
て
の
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

海
津
大
崎
の
桜
並
木
保
全

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
10
回  

高
島
市
美
術
展
覧
会

の
作
品
募
集

27 2014.10 月号



nformationI 暮らしの情報

nformationI …問い合わせ先　 …申し込み先　応…応募先　 …電話番号　 …ファックス番号　　　　　　　 …メールアドレス　 …ホームページアドレス

　
高
年
齢
者
の
再
就
職
促
進
の
た
め
の
シ

ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
し
て
、

襖
・
障
子
の
張
り
替
え
の
技
能
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
21
日
（
火
）
９
時
～
16
時

　
高
島
市
商
工
会
で
は
、
高
島
市
制
10
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
10
月
１
日
（
水
）

か
ら
２
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
通
貨

「
ア
イ
カ
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
内
容

・
１
セ
ッ
ト
１
０
，
０
０
０
円
で
１
２
，

０
０
０
円
分
の
ア
イ
カ
を
購
入
い
た
だ

け
ま
す
。（
１
，
０
０
０
ア
イ
カ
12
枚

　
下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
、
市
に
登

録
さ
れ
た
指
定
工
事
店
の
責
任
技
術
者
が

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術

者
試
験
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
試
験
日　
平
成
27
年
２
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
か
ら

▼
試
験
会
場　
ピ
ア
ザ
淡
海

　
　
　
　
大
津
市
に
お
の
浜
１-

１-

20

▼
受
付
期
間

　
10
月
20
日
（
月
）
～
11
月
７
日
（
金
）

　
９
時
～
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所　

　
高
島
市
上
下
水
道
課
（
市
役
所
別
館
１
階
）

　
高
島
市
今
津
町
名
小
路
１
丁
目
４
番
地
１

上
下
水
道
課

　（
２
２
）
９
０
１
１

　
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
建
設
技
術

　
セ
ン
タ
ー

　
０
７
７
（
５
６
５
）
０
２
１
６　

す
。

▼
日
時　
11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
９
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
高
島
市
消
防
本
部
３
階

▼
対
象
者　
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者

▼
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

▼
申
込
締
切　
11
月
12
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　
窓
口
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・

高
島
市
防
火
保
安
協
会
事
務
局

　
　
　
（
消
防
総
務
課
）

　（
２
２
）
５
４
０
１

　（
２
２
）
５
１
９
９

　
　
　
　
10
月
22
日
（
水
）
９
時
～
12
時

▼
会
場　
新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ほ
お
じ
ろ
荘

▼
対
象
者

　

55
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
さ
れ
、
２
日
と
も

参
加
で
き
る
方
対
象

▼
受
講
料　
無
料

▼
定
員　
20
人

▼
申
込
方
法　
電
話

※
申
し
込
み
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

・

公
益
社
団
法
人　
高
島
市
シ
ル

　
　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
３
６
）
８
１
９
１

　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
は
特
殊
な

保
存
料
を
使
っ
た
生
花
を
自
由
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
創
作
す
る
活
動
で
す
。
今
回
は
、

お
正
月
用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
す
。

▼
日
時　
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
高
島
市
在
住
で
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
（
定
員
15
人
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
備
え
、
受
験
者

を
対
象
と
し
て
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま

で
１
セ
ッ
ト
）

・
高
校
生
以
上
で
お
一
人
２
セ
ッ
ト
ま
で

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
販
売
日
時　
10
月
１
日
（
水
）
10
時
か
ら

（
２
日
以
降
、
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
）

※
限
定
１
，２
５
０
セ
ッ
ト
の
販
売
で
す
。

売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。　

▼
発
行
場
所

　
①
高
島
市
商
工
会
本
所

　
　
（
安
曇
川
町
田
中
89
番
地
）

　
②
高
島
市
商
工
会
北
部
セ
ン
タ
ー

　
　
（
今
津
町
今
津
１
７
５
番
地
）

　
③
高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

　
　
（
旧
地
場
産
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
（
新
旭
町
旭
一
丁
目
10-

１
）

　
　
※
プ
ラ
ザ
は
１
日
の
み
の
販
売

▼
使
用
有
効
期
限

　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

高
島
市
商
工
会

　（
３
２
）
１
５
８
０

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

高
島
市
制
10 
周
年
記
念

プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
通
貨

「
ア
イ
カ
」
を
発
行
し
ま
す

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

『
技
能
講
習
会
』
受
講
者
募
集

障
が
い
者
対
象

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）
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普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
声
」
と

「
言
葉
」
に
ち
ょ
っ
と
意
識
を
向
け
る
と
、

「
伝
え
た
い
こ
と
」
や
「
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
」
が
、
よ
り
相
手
に
伝
わ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
10
日
（
月
）
13
時
～
15
時

▼
場
所　
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
ご
家
族
、

共
に
生
き
る
社
会
作
り
に
関
心
の
あ
る
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も

▼
内
容　

　
呼
吸
が
全
て
の
源
、
声
と
は
音
～
声
を

磨
く
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
～
、
言
葉

で
人
柄
が
伝
わ
る
、
美
し
い
日
本
語
を
使

い
ま
し
ょ
う

　
　
　
（
講
師
）
堀
江
あ
け
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
司
会
者
、
話
し
方
講
師

▼
参
加
費　
無
料

　
12
月
の
公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
内
容　
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科

　
　
　
　
・
機
械
加
工
Ｎ
Ｃ
技
術
料

　
　
　
　
・
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
科

　

近
畿
農
政
局
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
、
食
品
表
示
に
関
す
る
次
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
食
品
表
示
制
度
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
の
学
習

会
等
へ
の
講
師
派
遣

②
食
品
表
示
の
情
報
提
供
や
問
い
合
わ
せ

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」
の
受
付

③
食
品
事
業
者
表
示
適
正
化
技
術
講
座
の

受
講
募
集
（
10
月
16
日
（
木
）、
大
津
び

わ
湖
合
同
庁
舎
で
開
催
。
食
品
を
扱
う
事

業
者
へ
の
食
品
表
示
を
解
説
）

近
畿
農
政
局
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー

　
０
７
７
（
５
２
２
）
４
２
７
２

　
幸
せ
に
豊
か
な
に
暮
ら
す
た
め
、
日
常

生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題

に
対
処
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
８
日
（
土
）
～
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
19
時
～
21
時
30
分

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
講
師　
社
会
教
育
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
川　
和
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦　
映
子
さ
ん

▼
参
加
費　
１
，
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
「
心
新
た
に
生
き
る
」
の
費

用
と
し
て
２
７
０
円
が
別
途
必
要
。
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・

湖
西
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　（
３
２
）
９
７
２
５

　
（
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
）

　
技
術
や
経
験
を
活
か
し
、
開
発
途
上
国

の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理
解
を
図

り
な
が
ら
行
う
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す
る
政
府
事
業
で
す
。

▼
応
募
資
格

　
○
青
年
海
外
協
力
隊　

　
　
20
歳
～
39
歳
で
日
本
国
籍
が
あ
る
方

　
○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
40
歳
～
69
歳
で
日
本
国
籍
が
あ
る
方

▼
募
集
期
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
４
日
（
火
）

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

　
０
７
８
（
２
６
１
）
０
３
５
２

▼
受
講
料　
無
料（
教
科
書・作
業
服
代
は
除
く
）

▼
申
込
締
切　
10
月
30
日
（
木
）

▼
申
込
窓
口　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構　
滋
賀
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　
　

　
０
７
７
（
５
３
７
）
１
１
７
９

▼
参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
締
切　
10
月
31
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ろ
ん

　（
２
２
）
４
０
４
１

　（
２
２
）
４
１
３
１

▼
申
込
締
切　
11
月
４
日
（
火
）

▼
申
込
方
法　
電
話

・

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
０
７
４
９
（
２
２
）
７
９
０
１

　
　
　
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
ア
ン
フ
ィ
ニ
　（
３
２
）
４
１
４
１

話
し
方
教
室
「
声
と
言
葉
を
磨
く
」

　
　
　
　
～
参
加
者
募
集
～

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

「
生
き
方
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
」

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

公
共
職
業
訓
練

12
月
訓
練 

受
講
生
募
集

食
品
表
示
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
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森
づ
く
り
に
関
わ
る
人
々
の
現
場
を
訪

れ
、
朽
木
麻
生
地
先
で
朽
木
ス
ギ
の
伐
採

見
学
、
製
材
見
学
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を

行
い
ま
す
。

　
び
わ
湖
の
源
流
で
あ
る
高
島
の
森
や
木

の
魅
力
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
10
月
11
日
（
土
）
９
時
～
15
時

　
自
然
に
囲
ま
れ
た「
く
つ
き
の
森
」で
、

澄
ん
だ
空
気
、
森
の
力
を
感
じ
な
が
ら
心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
ゆ
っ
た
り
と
無
理
な
く
で
き
る
「
和
み

の
ヨ
ー
ガ
」
で
心
も
身
体
も
ほ
ぐ
れ
て
ゆ

く
の
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
午
後
は
、
秋
の
足
音
近
づ
く
「
く
つ
き

の
森
」
を
散
策
し
ま
す
。

▼
期
間　
10
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
17
時

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
内
容　
「
語
り
継
ご
う
戦
争
体
験
」
を

テ
ー
マ
に
美
術
作
品
、
文
芸
作
品
、
戦
時

中
の
写
真
や
遺
品
、
平
和
祈
念
館
の
資
料

な
ど
を
展
示
。

・特
別
展
示「
ア
ン
ネ・フ
ラ
ン
ク
の
生
涯
」

・
４
日
13
時
30
分
～ 

映
画
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」
上
映

▼
入
場
料　
無
料

平
和
の
た
め
の
美
術
展
・
戦
争
展

　
　
　
　
実
行
委
員
会
（
大
野
さ
ん
）　

　（
２
８
）
０
０
９
９

（
高
島
市
・
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
）

▼
集
合
・
解
散
場
所

　
　
　
高
島
市
役
所　
東
側
駐
車
場

　
　
　
※
バ
ス
で
現
地
へ
移
動
し
ま
す

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
中
学
生
以
上
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
未
就
学
児　
無
料

　
　
　
　
（
昼
食
代
・
保
険
代
）

▼
申
込
締
切　
10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト

　
　
　
ワ
ー
ク　

　（
２
０
）
１
１
７
９　

　（
２
０
）
１
６
６
０

▼
日
時　
10
月
11
日
（
土
）
10
時
～
15
時

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
一
人
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
森
の
い
や
し
ご
は
ん
付
）

▼
申
込
締
切　
10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

森
林
公
園
く
つ
き
の
森　

　（
３
８
）
８
０
９
９　

　（
３
８
）
８
０
１
２

　
森
林
公
園
「
く
つ
き
の
森
」
で
検
索

　asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

▼
日
時　
10
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
草
津
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
（
草
津
市
西
大
路
９-

６
）

▼
内
容

　
・
無
料
相
談
会
（
30
分
・
予
約
制
）

　
・
防
災
と
治
水
に
関
す
る
講
演
会

　
・
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
「
知
っ
て
お
き
た
い

催
　し

▼
参
加
費　
一
般　
１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

 

会
員　
１
回　

  

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　（
２
０
）
１
１
８
０

　（
２
０
）
５
７
５
７

　tifa822@
ares.eonet.ne.jp

①英語サロン初級 ②英語サロン
中級

③韓国語
サロン

日程 10 月７日（火）
　  ・21 日（火）

10 月４日（土）
　・18 日（土）

10 月７日（火）
　・21 日（火）

会場 今津東コミュニティセンター

講師 ミリアム・グラ
ンドマーン先生

ケビン・
ディーガン先生 坂口直美先生

時間 19 時～ 20 時

①９時 30 分～
　10 時 30 分

② 10 時 45 分～
　11 時 45 分

10 時～ 11 時

国
際
交
流
サ
ロ
ン

平
和
の
た
め
の

　
　
美
術
展
・
戦
争
展

山
か
ら
家
づ
く
り
ま
で
の

ツ
ア
ー
２
０
１
４
（
そ
の
２
）

和
み
の
ヨ
ー
ガ
で

　
　
　
リ
ラ
ッ
ク
ス

土
地
月
間
・
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
暮
ら
し
の
中
の
不
動
産

公
益
社
団
法
人　
滋
賀
県
不
動
産

　
鑑
定
士
協
会　
事
務
局

　
０
７
７
（
５
２
６
）
１
１
７
２

　
　
（
滋
賀
県
共
催
）

　
し
い
た
け
の
栽
培
や
採
取
の
お
手
伝
い

な
ど
、
山
村
暮
ら
し
体
験
を
通
じ
て
、
田

舎
暮
ら
し
や
山
村
文
化
に
興
味
の
あ
る

人
、
趣
味
や
価
値
観
を
共
有
で
き
る
人
と

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時　
10
月
19
日
（
日
）
10
時
～
15
時

▼
場
所　
マ
キ
ノ
町
浦
区

▼
対
象
者　
20
歳
以
上
の
未
婚
の
方

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
４
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
体
験
料
、
保
険
代
）

▼
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話

・

高
島
森
林
体
験
学
校

　（
３
８
）
２
５
２
７　

　（
３
８
）
２
５
２
７

　info@
takashim

anom
ori.com

　
近
江
高
島
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
高
島
び
れ
っ
じ
」
は
、
こ

の
た
び
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
、「
高
島
び
れ
っ
じ
20
周
年
記

念
」
を
祝
う
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
19
日
（
日
）
11
時
～
16
時

▼
場
所　
高
島
び
れ
っ
じ
周
辺
、
総
門
、

　
　
　
　
勝
安
寺
、
な
か
ま
ち
通
り

▼
内
容　

　
城
下
町
な
ご
り
の
水
路
が
残
る
「
な
か

ま
ち
通
り
」
を
歩
行
者
天
国
に
し
た
マ
ル

シ
ェ
（
露
店
市
場
）
や
、お
寺
（
勝
安
寺
）

で
の
ス
テ
ー
ジ
、
文
化
財
で
あ
る
「
総

門
」
の
公
開
や
写
真
展
、
び
れ
っ
じ
店
舗

で
は
20
周
年
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
ま
ち
一
帯
で
楽
し
く
20
周

年
を
祝
い
ま
す
。歴
史
あ
る
大
溝
地
域
で
、

古
い
ま
ま
と
新
し
い
も
の
両
方
の
魅
力
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
！

び
れ
っ
じ
20
周
年
実
行
委
員
会

　
０
９
０
（
５
０
１
４
）
１
６
０
０

　
「
安あ
づ
み曇

」
の
地
名
は
、
安
曇
川
町
以
外

に
も
存
在
し
ま
す
。「
古
代
安
曇
族
」
と

の
関
連
か
ら
、
今
回
、
高
島
市
で
全
国
交

流
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元

の
歴
史
や
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
、
高
島

市
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
10
月
24
日
（
金
）
13
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
安
曇
川
公
民
館

　
　
　
25
日
（
土
）
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
史
跡
散
策

▼
内
容

〇
24
日
（
金
）

・
演
題
「
高
島
の
古
代
を
考
え
る
」

　
　
　
　
―
発
掘
成
果
と
文
献
か
ら
―

　
（
講
師
）
白
井　
忠
雄
さ
ん

・
演
題
「
安
曇
族
ゆ
か
り
の
地
を
探
る
」

　
（
講
師
）
金
井　
恂
さ
ん

〇
25
日
（
土
）

　
市
内
の
安
曇
族
関
連
史
跡
の
散
策

▼
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

　
交
流
会
参
加
お
よ
び
２
日
目
の
昼
食
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
途
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▼
定
員　
50
人

▼
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法　
電
話

・

高
島
市
あ
づ
み
族
勉
強
会

　
　
　
（
白
井
）　

　
０
９
０
（
９
２
５
３
）
８
９
５
６

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｅ
ｎ
ｊ

ｏｙ
マ
キ
ノ
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。
マ
キ
ノ
の
秋
景
色
を
満
喫
し

な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
せ
ん
か
。
初
参
加
歓
迎
で
す
！　
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
現
地
に
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
等
、
実
施
の
有
無

は
、
現
地
で
判
断
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
25
日
（
土
）
９
時
～
10
時

▼
場
所　
道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠　
入
口
広
場

▼
対
象
者　
小
学
生
以
上

▼
内
容　
道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠
→
小
荒
路

　
　
　
　
（
周
遊
）（
約
１
時
間
）

　
道
の
駅
で
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

　

 　
　
　
　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　
　
（
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏｙ
マ
キ
ノ
会
員
：
無
料
）

▼
持
ち
物　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服

装
、
履
き
な
れ
た
靴
、
お
茶
、
タ
オ
ル
、

山
村
で
婚
活
in
マ
キ
ノ

～
し
い
た
け
作
り
で
素
敵
な
人

と
出
会
い
ま
し
ょ
う
～

高
島
び
れ
っ
じ

　
20
周
年
イ
ベ
ン
ト

安
曇
族
ゆ
か
り
の
地

　
全
国
交
流
会
in
高
島

ま
ち
づ
く
り
景
観
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
秋
景
色
の

…………

マ
キ
ノ
の
里
山
を
楽
し
む
～
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新
旭
養
護
学
校
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
25
日
（
土
）
９
時
40
分
か
ら

▼
場
所　
新
旭
養
護
学
校

▼
内
容

　
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
（
各
学
部
の
児
童
・
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
・
作
品
展
示

（
児
童
・
生
徒
、
市
内
作
業
所
や
施
設
、

　
今
年
は
、
高
島
市
に
も
縁
の
深
い
ア
メ

リ
カ
人
建
築
家
・
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
没
後
50
年
目
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
今
津
郵
便
局
の
会
の
主
催
に
よ
る
「
今

津
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
見
学
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
①
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
②
14
時
～
15
時
30
分

　
交
通
事
故
の
な
い
高
島
市
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
交
通
安
全
市
民
大
会
で
は
、
市
内
で
交

通
安
全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
・
機
関
お

よ
び
個
人
が
一
堂
に
会
し
、
交
通
安
全
に

功
労
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

▼
内
容

　
第
１
部　
交
通
安
全
記
念
式
典

　
第
２
部　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
（
交
通
安
全
落
語
・
体
操
）

　
○
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
交
通
安
全
こ
ど
も
の
“
え
”
作
品
展

　
交
通
安
全
パ
ネ
ル　
ほ
か

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

“
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
”
交
通
安
全

推
進
協
議
会
（
事
務
局
：
交
通
対
策
課
）

　（
２
２
）
０
０
５
８

▼
集
合
・
解
散
場
所

　
　
今
津
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館

　
　
（
今
津
町
今
津
１
７
５
番
地
）

▼
定
員　
各
回
20
人

▼
内
容　

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
通
り
に
並
ぶ
３
棟
の

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
内
部
を
、
今
津
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
ガ
イ
ド
の
案
内
で
見
学
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　
今
津
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館
ー

今
津
教
会
―
旧
今
津
郵
便
局
―
今
津

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館（
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
）

▼
参
加
費　
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話

・

今
津
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館

　（
２
２
）
０
９
８
１

交
流
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
）

　
・
販
売
活
動

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
作
業
所
等

新
旭
養
護
学
校

　

（
２
５
）
６
８
１
０

各
自
必
要
な
も
の

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

　（
２
７
）
１
１
３
１

　
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
８
時
30
分
受
付
、
９
時
ス
タ
ー
ト

▼
場
所　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
集
合

▼
対
象
者　
高
島
市
民
（
小
学
生
以
上
）

▼
参
加
料　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

▼
持
ち
物
等　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る

服
装
、
履
き
慣
れ
た
靴
、
お
茶
、
タ
オ
ル
、

各
自
必
要
な
物

▼
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

①
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
現
地
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

②
雨
天
等
で
中
止
の
場
合
は
、
８
時
に
防

災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　（
３
２
）
４
４
５
９

今
津
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

見
学
会

第
18
回

新
旭
養
護
学
校
文
化
祭

高
島
交
通
安
全
市
民
大
会

里
湖
で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

322014.10 月号

高島市制 10 周年記念

　
マ
キ
ノ
地
域
に
は
古
代
の
製
鉄
に
関
連

す
る
遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
高
島

に
お
け
る
古
代
の
鉄
生
産
の
し
く
み
や
、

当
時
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
高
島
の
古
代
豪
族

と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、あ
わ
せ
て
、

こ
の
地
に
居
住
し
た
人
々
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
、
文
献
と
考
古
の
双
方
の
視
点
か
ら
語

り
、
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
男
性
グ
ル
ー
プ
「
や
ん
ち
ゃ
お
や
じ
の

会
」
主
催
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
は
余
呉
湖
周
囲
（
約
７
㎞

の
平
坦
な
コ
ー
ス
）
を
の
ん
び
り
歩
い
た

後
、
秋
の
風
情
漂
う
鶏
足
寺
を
散
策
し
ま

す
。
詳
細
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
・
集
合
場
所

　
11
月
18
日
（
火
）
※
小
雨
決
行

　

高
島
保
健
セ
ン
タ
ー
（
８
時
15
分
）・

今
津
駅
（
８
時
40
分
）・
マ
キ
ノ
駅
（
８

時
50
分
）
集
合

　
（
17
時
頃
帰
着
予
定
）

▼
対
象
者　
市
民

▼
定
員　
１
０
０
人

　
　
　
　
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費　
３
０
０
０
円　
※
当
日
徴
収

　
　
　
　
　
（
バ
ス
・
保
険
・
写
真
代
）

高島トレイルフェスティバル開催！

　高島市合併のシンボルとして誕生した『中
央分水嶺・高島トレイル』は、京阪神や中部
圏からも近く、琵琶湖や若狭湾の眺望もよい
ことから、今では年間４万人もの方々にご利
用いただいております。
　そこで市制 10 周年を記念して、世界的な
登山家である角谷道弘氏を招いて『高島トレ
イルフェスティバル』を開催します。
　講演会では世界の山々での経験談や、テレ
ビ番組でエベレスト登山企画の隊長を務めた
裏話などを楽しく紹介していただきます。
　また翌日の赤坂山ハイキングでは、市民の
皆さんにも高島トレイルの良さを体感してい
ただける機会ですので、ぜひご参加ください。

『登山家・角谷道弘氏講演会』
▼日時　11 月１日（土）　18 時～ 20 時
▼場所　マキノ高原ハイランドアリーナ体育館
※アウトドアショップのアウトレット市も同時開催
※申込不要

『角谷道弘氏と行く、
　赤坂山日帰りハイキング』
▼日時　11 月２日（日）　
　　　　　９時　マキノ高原管理事務所前集合
　　　　　９時 30 分出発　歩行時間約 5 時間
▼定員　50 人（応募多数の場合は抽選）
▼参加費　無料
▼参加対象　小学校高学年以上で健康な方なら、
　　　　　　登山が初めての方でも大歓迎
▼申込期間　10 月１日（水）～ 26 日（日）

▼
募
集
期
間　
10
月
15
日
（
水
）

　
当
日
消
印
有
効
（
締
切
後
、
抽
選
結
果

を
返
信
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ　

・
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
申
込
み
可

・参
加
希
望
者
の
氏
名
と
、弁
当
（
５
０
０

円
別
途
必
要
）
の
要
・
不
要
、
バ
ス
乗
車

希
望
場
所
（
高
島
保
健
セ
ン
タ
ー
・
今
津

駅
・
マ
キ
ノ
駅
の
い
ず
れ
か
）、
代
表
者

の
住
所・電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　
お
弁
当
・
お
茶
・
タ
オ
ル
・
雨
具

・

高
島
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
〒
５
２
０
ー
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
勝
野
６
８
０
番
地

　（
３
６
）
８
０
０
８

秋
の
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

平
成
26
年
度
地
域
別
講
演
会

「
古
代
近
江
の
鉄
生
産
―
継
体
大

王
か
ら
藤
原
仲
麻
呂
の
時
代
―
」
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・ マキノ高原　 （27）0936
観光振興課　 （25）8040

旧今津郵便局
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nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

湖西地域の文化情報

９時～ 17時

琵琶湖周航の歌資料館　 （22）2108

「高島の四季」水彩画展

※最終日　16時まで

琵琶湖周航の歌資料館

藤樹の里文化芸術会館

高島市民会館　 （22）1764

関西フィルハーモニー管弦楽団
リラックスコンサート in 高島

高島市民会館

１階指定席　3,500 円

14時 30分開演 最強のオーケストラコンサートが新たな
伝説をつくる。高島市制 10 周年と 10
回目のリラックスコンサートを記念し
て、祝砲とボレロで祝おう！
★ 13 時 50 分～ウェルカムコンサート
※未就学児の入場はご遠慮願います。

市制 10周年記念事業

２階自由席
高校生以下
（当日各５００円増）

　3,000 円
　2,000 円

10時～ 22時

今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414

「揺るぎと和」
　永島正人クレパス画展

「マキノ高原
　小谷工房作陶展」
※最終日　16時まで

10時～ 17時 30分…
安曇川町田中 426　 （32）0150

油彩  安原篤司「いとをかし」
水彩画サークル彩琵

最終日16時まで

15 時開演

高島公民館小ホール

今津町日置前 383-82　 （22）5622

クラシックギターコンサート

　　　　1,500 円

東北震災と原発被害支援のための

主催：ふれあいアートスクール
入場料は全額被災地へお届けします。

義援金協賛
入　場　料

（アイリッシュパーク）

10/5日

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

15 時 30分開演
約半年間の稽古を積んだ子どもたちが、
宮沢賢治原作の舞台に挑みます。

い
よ
い
よ
本
番
!!

練
習
成
果
を

見
て
く
だ
さ
い

全席自由
一　般
18歳以下
・障がい者

　1,000 円

　500円

宮沢賢治原作の舞台に挑みます。

ミュージカル「銀河鉄道の夜」
滋賀県次世代育成ユースシアター事業

（当日各２００円増）

10/ 19日

藤樹の里文化芸術会館

全席自由

「バラエティ＆朗読と音楽の夕べ」
朗読劇団ムサシ

一　律 　５００円

20時開演 朗読をはじめ、コントや音楽ライブなど笑
って聴いて楽しい時間を過ごしましょう。
会場：今津東コミュニティセンター

今津東コミュニティセンター

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

高島市文化の支援事業

10/ 25土

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

13 時 30分開演

音楽療法士、岡本仁司さんによるピアノ
弾き語りコンサート。リクエストにもお
応えします！　入場無料。全席自由。
♪１～３月の開催も予定しています。

懐かしいメロディを。おしゃべりとともに。
昭和のうたピアノ弾き語りコンサート11/ 11火

　第３回「あかりでかざろう！」
  藤樹の里文化芸術会館をみんなの作品でかざろう！
  楽しい工作教室です。作品を持って帰ることもできます。
　▼日時　11 月８日（土）・９日（日）　９時 30 分～ 12 時
　▼場所　藤樹の里文化芸術会館　練習室１
　▼対象　小学校１年生から一般
　▼参加料　１，０００円　
　 ・ 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

参加者
募集 !!

ぶんげいかいかんを  かざろう！

11 月３日（月）は開館 マキノ資料館　 （27）1484

マキノ資料館
企画展

９時～ 16時 30分 マキノの生活文化を伝える
山村・農村・港町の生活

●常設展示

●企画展

古代近江の鉄生産
～継体大王から藤原仲麻呂の時代～10/ 22水

11/ 30日

入館無料月・火・祝日
…休

企画展

９時～ 16時 30分

●企画展
市有形民俗文化財指定記念
高島硯の製造用具

朽木資料館

朽木資料館　 （38）2339

●常設展示
朽木の歴史にふれる
 朽木陣屋と木地師の紹介

開催中
10/ 26日

入館無料月・火・祝日
…休

高島の歴史と風土に出会える
 継体王朝と古代高島
 大溝城と大溝藩
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

●常設展示

高島歴史民俗資料館 ●企画展
新高島市指定文化財
大溝藩分部家文書企画展

９時～ 16時 30分

11月３日（月）は開館

10/ 22水
11/ 30日

入館無料月・火・祝日
…休

ギャラリー Cafe Cozy

10/1水～13月
祝

鑑 賞 無 料月・休

鑑 賞 無 料無　休

鑑 賞 無 料火・休

10/1水～15水
10/16木～31金

ギャラリー 藤乃井
10/10金～16木

10/12 日

第 70 回  高島市美術協会展
　高島市美術協会員の作品を一堂に紹介
する協会展を開催。平面、書、立体、工
芸、写真の５部門からなる個性豊かな力
作を、ぜひご覧ください。
※ 18 日（土）は 13 時まで。
藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

※ 10月６日、
　14日は休館

藤樹の里文化芸術会館

10/5日
～18土

相　談 日　時 場　所 内　容

女性のための
悩み相談室

市民協働課
　 （25）8526

10 月
１日・15 日（水）
11 日・25 日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分
※相談時間一人 50 分以内

働く女性の家
（１日は
　高島公民館）

 　どんな悩みでも気軽にご相談ください。市外から女
性カウンセラーを迎え、あなたにあった解決策を一緒
に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２

特設人権なんでも
相談所

人権施策課
　 （25）8524

10 月８日（水）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに
人権擁護委員にご相談ください。※予約は不要です。

税理士による
無料税務相談会

今津納税協会
　 （22）3733

10 月 15 日（水）
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分

高島市商工会
北部センター

（旧今津町商工会）

　相続や生前贈与にかかる税金の相談から、消費税
に関する悩み、商売を始められたときの税に関する
手続きなどお気軽にご相談ください。
※事前予約をお願いします。（予約時間９時～ 17 時）

行政書士暮らしの
無料相談室

滋賀県行政書士会高島支部
　 （32）0909

10 月 26 日（日）
13 時～ 16 時 安曇川公民館

　相続、遺言、成年後見、農地転用、開発申請、営
業許可、会社設立、契約書、内容証明など、暮らし
の身近な法律問題や諸手続きについてご相談に応じ
ます。※予約は不要です。

一日年金相談所
保険年金課

　 （25）8137

10 月 23 日（木）
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

▼申込方法　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　 ０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時

▼
日
時　
11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分
頃

▼
場
所　
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

▼
内
容

①
講
演
「
文
献
か
ら
古
代
高
島
の
鉄
生
産

を
考
え
る
―
藤
原
仲
麻
呂
の
鉄
穴
と
角

山
君
―
」

　
（
講
師
）
大
橋　
信
弥 
氏

　
　
元
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
学
芸
課
長

②
講
演
「
考
古
学
か
ら
み
た
古
代
製
鉄
の

始
ま
り
」

　
（
講
師
）
丸
山　
竜
平
氏

　
　
元
名
古
屋
女
子
大
学
教
授

③
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
（
司
会
進
行
）
葛
原　
秀
雄

　
　
高
島
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
参
事

▼
参
加
費　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

▼
そ
の
他　

　
当
日
の
午
前
中
に
は
、
マ
キ
ノ
資
料
館

見
学
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
文

化
財
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

文
化
財
課

　（
３
２
）
４
４
６
７　

　（
３
２
）
３
５
６
８

広告募集

広告募集

広報誌 ■ 12 月号締切　10 月 27 日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜）

ホームページ ■ 11 月掲載分締切　10 月 10 日（金）
■掲載料　１か月 10,000 円
詳しくは市ホームページをご覧ください
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話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー

10 月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

今津図書館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 話 休 話 休 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 話 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休
朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 話 休 休
新旭図書室
（25）2811 10 時～ 18 時 話 話 休 休 休 休 休 休 話 休 休
高島図書室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

司書の
　

『美しい星座絵でたどる　四季の星座神話』
沼澤茂美・脇屋奈々代 / 著（誠文堂新光社）

私たちが現在使っている星座が
初めて誕生したのは、今から
5000 年以上も前のメソポタア
ミア地方（現在のイラク）だと
言われています。世界各地に伝
わる星座にまつわる神話物語、
日本では「星の降る池」という
お話が紹介されています。

私だけの宝物、小枝や木の実、
まつぼっくりを材料に楽しい作
品を作りましょう。
自然とのふれあいで子どもの感
性を磨き、自然への思いやりを
育みましょう。

『親子で作る！　自然素材のかんたん雑貨＆おもちゃ』
光橋翠 / 監　まちとこ / 編（日東書院）

大人も子どもも想像の翼をひろ
げおはなしを楽しみましょう。
おはなしの中には勇気、知恵、
やすらぎ・・読む人の心を元気
づけてくれる力があります。

『村岡花子童話集　たんぽぽの目』
村岡花子 / 文　高畠那生 / 絵　（河出書房新社）

今月のおすすめ 催し物のお知らせ 10 月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

デザ－トがあると、ちょっぴり
幸せな気分になるもの。
プリンや生チョコ、さつま芋か
ん etc・・・手作りデザ－トで
幸せのおすそわけ。

白崎裕子 / 著（ＷＡＶＥ出版）
『かんたんデザ－ト』

マキノ図書館

安曇川図書館

今津図書館

○かけはし「金曜午後の朗読会」
　　【日時】10日（金）14時～15時

○エントランス展示
　…「内田雅裕プチ写真展……恵

エ　コ
湖びわ湖」

　　【期間】１日（水）～31日（金）
　　【出展】内田雅裕さん

『御馳走帖』 内田百閒 / 著　（中央公論新社）

【日時】18日（土）　13時30分～15時30分
【場所】マキノ土に学ぶ里研修センタ－　
【主催】高島西田哲学研究会

○西田哲学学習会　 西田の晩年の著作「実践と対象認識」

　作者の、戦前から戦後にかけての食に
まつわる話について書かれたエッセイ集
です。
　「御馳走」といっても美食についての
話ではありません。文章から感じられる
のは食事に対するこだわりと、ユーモア
にあふれた食べ物の話です。読み進め
ていくうちに食欲もそそられてきます。

　作者のこだわりから、本作は旧仮名遣いで書かれてい
ますが文章自体は分かりやすいので気軽に旧仮名遣いに
触れることができます。（Ｔ・Ｔ）

　作者の、戦前から戦後にかけての食に
まつわる話について書かれたエッセイ集
です。
　「御馳走」といっても美食についての
話ではありません。文章から感じられる
のは食事に対するこだわりと、ユーモア
にあふれた食べ物の話です。読み進め
ていくうちに食欲もそそられてきます。

○朗読入門講座　（申し込み順 20 名）
　　【期間】４日・18日（土）
　　【講師】吉本佐代子さん

○色遊び展
　　【期間】18日（土）～19日（日）
　　【出展者】澤　明子さん 読書週間

新旭図書室

【休館日】月・火曜日・
　　　　　祝日の翌日

※月・火が祝日の場合は水曜日
を休館します。祝日の翌日が土
曜日、日曜日の場合を除きます。

※年末年始は 12/29 ～ 1/3 が
休館です。

例月が祝日…火・水が休館
　火が祝日…月・水が休館

10 月から高島市観光物産プラザ
（旧地場産センター）に移転しま
した。

10月27日
月
～
11
月
９
日
日

【標語】
め
く
る
め
ぐ
る
本
の
世
界

Recommended……Bookイチオシ本
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平成 26 年８月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

今　　　津
杉 　 山 　 　 　 福 男

小 　 坂 　 穂 乃 華 女

榊 　 原 　 未 　 羽 女
新　　　旭
木 　 津 　 　 　 洵 女

清 　 水 　 大 　 和 男

山 　 田 　 咲 　 漣 女

髙 　 井 　 心 　 輝 男

お誕生おめでとう！

す ぎ や ま

こ さ か

さ か き ば ら

き づ

し み ず

や ま だ

た か い

ふ く

ほ の か

み う

じゅん

や ま と

え れ ん

し き

氏　　名 性　別

吉 　 川 　 芹 玲 那 女

古 　 我 　 茉 　 央 女

宮 　 川 　 明 偉 斗 男
安　曇　川
伊 　 崎 　 真 　 琴 女

辻 　 井 　 空 　 帆 男

塚 　 本 　 珠 　 輝 女

井 　 上 　 姫 　 衣 女

柳 　 澤 　 　 　 琉 男

氏　　名 性　別

安 　 原 　 陽 　 葵 女

飯 　 村 　 紋 　 花 女

村 　 山 　 凱 　 生 男

川 　 本 　 帆 　 夏 女
高　　　島
和 　 田 　 明 日 翔 男

門 　 　 　 慶 　 樹 男

石 　 倉 　 麻 　 美 女

万 　 木 　 律 　 輝 男

人

平成 26年８月１日から８月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５１，８１３人……（……－51）
５２，３０２人（－540）

５１,７６２人

２０,１７１世帯

２５,２８８人
２６,４７４人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
伊　吹　弥一郎 男 89 中　庄

岡　本　仁　一 男 86 沢

河　越　妙　子 女 77 蛭　口

髙　田　一　雄 男 89 知　内

舩　橋　秀　一 男 65 上開田

古　武　く　野 女 96 下

吉　原　　　治 男 86 新　保
  今　　　津

岩　佐　あい子 女 86 浜　分

太　田　郷　夫 男 80 今　津

樫　本　千代喜 男 69 弘　川

古　我　泰　三 男 96 大　供

清　水　　　勝 男 72 深清水

髙　松　　　勇 男 85 弘　川

中　井　信　義 男 88 角　川

氏　名 性別 年齢 ところ

能　芝　三代子 女 86 弘　川

早　川　た　つ 女 88 上弘部

増　田　郁　学 男 87 日置前

森　本　治　雄 男 88 梅　原

山　室　志　ず 女 92 日置前
  新　　　旭

石　塚　ひ　さ 女 90 旭

一　井　新一郎 男 58 藁　園

中　川　加津子 女 73 安井川

畠　山　行　雄 男 94 安井川

福　田　み　つ 女 79 針　江

前　川　き　ぬ 女 93 針　江
  安　曇　川

青　井　は　る 女 88 横江浜

幾　田　一　子 女 78 青　柳

小　島　エ　ン 女 93 三尾里

氏　名 性別 年齢 ところ

齊　藤　は　な 女 96 四津川

新　藤　よ　し 女 95 常磐木

土　井　文　夫 男 85 三尾里

仲　井　宗　平 男 85 青　柳

中　村　一　男 男 84 常磐木

福　井　き　ぬ 女 82 田　中

横　井　　　貢 女 93 田　中

横　井　幸　男 男 87 田　中
  高　　　島

澤　　　フ　サ 女 91 武曽横山

水　谷　平次郎 男 87 鴨
  朽　　　木

上　原　か　ね 女 100 大　野

岡　本　松　樹 男 72 市　場

山　下　利　一 男 86 雲洞谷

山　本　つ　ま 女 90 小入谷

窓口だより

い ぶ き

お か も と

か わ ご し

た か だ

ふ な は し

ふ る た け

よ し は ら

い わ さ

お お た

か し も と

こ が

し み ず

た か ま つ

な か い

や い ち ろ う

ひ と か ず

た え こ

か ず お

ひ で か ず

の

おさむ

こ

さ と お

ち よ き

た い ぞ う

まさる

いさむ

の ぶ よ し

さ い と う

し ん ど う

ど い

な か い

な か む ら

ふ く い

よ こ い

よ こ い

さ わ

み ず た に

う え は ら

お か も と

や ま し た

や ま も と

ふ み お

そ う へ い

か ず お

みつぎ

ゆ き お

ふ さ

へ い じ ろ う

し ょ う じ ゅ

り い ち

こ が

む ら や ま

い い む ら

か わ も と

わ だ

い し く ら

か ど

ゆ る ぎ

よ し か わ

み や が わ

い ざ き

つ じ い

つ か も と

い の う え

や な ぎ さ わ

や す は ら

ま お

か い

あ や か

は な

あ す か

あ さ み

け い じ ゅ

り つ き

せ れ な

あ い と

ま こ と

く う ほ

た ま き

め い

りゅう

ひ ま り

は や か わ

の し ば

ま す だ

も り も と

や ま む ろ

い し づ か

い ち い

な か が わ

は た け や ま

ふ く だ

ま え が わ

あ お い

い く た

こ じ ま

み よ こ

ゆ う が く

は る お

し

しんいちろう

か ず こ

ゆ き お

い ち こ

え ん

項　目 期　別 納期限
市 ・ 県 民 税（普通徴収） 第 3 期

10 月 31 日
国民健康保険税（普通徴収） 第 7 期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 7 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 4 期
水道料金（8月～9月使用分） 10 月期

納付のお知らせ10月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

10 月 15 日受け取りの年金から天引きされます。
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　プロテニスプレーヤーの
錦織圭選手が全米オープン
で日本人初の準優勝！とい

う明るいニュースが、日本中を沸かせ
てくれました。学生時代にテニスを少
しかじったものとしては胸が熱くなり
ました。秋になり、スポーツがしやす
い気候になってきたので、この機に
久しぶりにテニスをしてみようかな？　
高島市体育協会では 10 月を「市民ス
ポーツ月間」と位置づけられています。
関連記事が P10 ー P11 にありますの
でぜひご覧ください。（Ｓ）

深清水の常夜灯深清水の常夜灯
　
常
夜
灯
は
、
街
道
を
通
る
人
々
や
港

に
入
る
船
の
目
印
に
な
る
よ
う
な
場
所

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
こ
の

深
清
水
の
常
夜
灯
の
他
に
、
鵜
川
の
白

鬚
神
社
前
や
勝
野
の
日
吉
神
社
御
旅
所

前
、
安
曇
川
町
三
尾
里
の
南
端
等
で
、

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
常
夜
灯
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
、
中
山
道
沿
い
と

な
る
愛
知
川
の
渡
し
場（
愛
荘
町
）や
、

塩
津
街
道
の
起
点
と
な
る
塩
津
浜
（
長

浜
市
）
に
建
つ
常
夜
灯
等
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
常
夜
灯
は
多
く
の
場
合
、
地
元
の
住

民
や
、荷
物
運
搬
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
、

街
道
や
港
を
頻
繁
に
往
来
す
る
人
々
の

寄
進
な
ど
で
造
ら
れ
ま
し
た
。
深
清
水

の
常
夜
灯
は
、
一
基
に
は
「
金こ
ん
ぴ
ら
毘
羅
大

権
現
講
中
」、
も
う
一
基
に
は
「
伊
勢

両
皇
太
宮
講
中
」
と
正
面
に
大
き
く
刻

ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
、
香
川
県
の

金こ
ん
ぴ
ら
ぐ
う

毘
羅
宮
と
三
重
県
の
伊
勢
神
宮
参
詣

　
　

　
今
津
町
深
清
水
の
日
吉
神
社
の
前
に

は
、江
戸
時
代
の
天
保
年
間（
１
８
３
０

～
１
８
４
４
年
）
に
造
ら
れ
た
２
基
の

常
夜
灯
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
夜

灯
は
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
場
所
に
移

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
今
の

位
置
よ
り
少
し
南
方
の
、
集
落
内
を
通

る
北
国
海
道
沿
い
に
建
っ
て
い
ま
し

た
。

の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
講
の
人
々
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
社
寺
参
詣
を
目
的
と
す
る
講
は
、

構
成
員
が
決
め
ら
れ
た
お
金
を
出
し
合

い
、
年
番
で
代
表
者
が
参
詣
に
行
く
と

い
う
も
の
で
す
が
、彼
ら
は
そ
の
他
に
、

旅
人
の
行
路
安
全
を
願
っ
て
、
自
分
た

ち
で
常
夜
灯
を
造
っ
た
の
で
す
。

　
　
　

　
深
清
水
の
常
夜
灯
の
下
段
に
は
、
願

主
・
講
中
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
80
人
近

い
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

元
深
清
水
村
の
人
が
最
も
多
い
で
す

が
、
他
に
も
マ
キ
ノ
町
大
沼
・
知
内
・

石
庭・新
保・森
西・沢
、
今
津
町
酒
波・

伊
井
・
平
ケ
崎
・
中
ノ
町
・
構
・
梅
原

等
の
村
々
の
住
人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
講
が
広
い
範
囲
で
結
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
深
清
水
区
に
残
る
享
和
４

年
（
１
８
０
４
年
）
の
古
文
書
に
は
、

北
深
清
水
村
を
講こ
う
も
と元
と
し
て
、
南
深
清

水
・
大
沼
・
石
庭
・
三
谷
・
上
弘
部
の

各
村
の
人
々
が
金
毘
羅
講
を
結
成
し
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
寺
参
詣
を
目
的
と
し
た
講
は
、
江

戸
時
代
に
入
る
と
、
交
通
網
の
整
備
等

で
旅
行
が
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
全
国
で
盛
ん
に
結
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
高
島
市
内
で
も
、
多

く
の
講
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
組
織
が
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。

　
街
道
沿
い
の
常
夜
灯
は
、
江
戸
時
代

の
人
々
の
旅
と
信
仰
へ
の
思
い
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。

文
化
財
課

　（
３
２
）
４
４
６
７ 

街
道
の
目
印

旅
路
の
安
全
を
願
っ
て

信
仰
の
広
ま
り

当
時
の
思
い
を
今
に

街
道
沿
い
の
常
夜
灯

街
道
沿
い
の
常
夜
灯


